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（百万台）

環境問題に貢献するEVとその種類

世界が直面している気候変動問題において、
地球温暖化の一因といわれる温室効果ガスの排
出量を大幅に削減できる点などから、EV（電気
自動車）は、左下図のように、自動車業界におけ
る大きなイノベーションとなりました。EVには、完
全に電力のみで動くBEVだけでなく、電力とガソリ
ンを併用できるPHEV、ガソリンをメインの動力源
としながら、走行時に蓄電が可能なHVのほか、
水素を燃料とするFCV（燃料電池自動車）もあり
ます。

環境への負荷を和らげるという観点では、BEV
の拡大が期待されます。ただし、BEVには充電に
時間がかかる、航続距離がガソリン車よりも短い、
また車体価格が高額といった課題があるほか、
充電インフラがまだ少ないという事情などもあり、
欧州などでは現在、充電不要で、ガソリン車よりも
低燃費、かつBEVよりも安価なHVに人気が集
まっています。

中国製EVの台頭

EV市場のさらなる拡大が期待されるなか、
中国では世界でもっともEV化が進んでいます。
新興EVメーカーやバッテリーメーカーも台頭し、
安価なEVが次々と発売され、価格競争が拡がっ

ています。加えて、中国政府の莫大な補助金や
税控除などの強力な後押しが、国内でのEV普及
にとどまらず、EVメーカーの世界進出に繋がって
おり、中国製EVは世界での存在感を急速に高め
ています。そうした中、中国製EVに対して、米バ
イデン政権が関税率を従来の4倍に当たる100％
に引き上げることを決定し、EU（欧州連合）も追
加関税を決定するなど、自国（域内）産業の保護
に向けた対抗措置が取られています。

中長期では世界的にEVシフトが続く見通し

世界のEV販売台数の推移をみると、2024年は、
前年に比べて、伸び率が鈍化すると予想されて
います（右下グラフ）。その理由として、充電インフ
ラの整備に時間を要していることなどもあり、欧米
などで足元、HVを見直す動きが拡がっていること
などが挙げられます。しかし、温室効果ガスの排
出量を全体としてゼロにする「カーボンニュートラ
ル」の実現は世界的な課題であり、EVが果たす
役割に期待が寄せられています。また、バッテ
リー技術の進歩などによりバッテリー生産コストが
低下していることは、EVの製造コスト低下にもつな
がり、普及を後押しするとみられます。足元では
鈍化傾向がみられるものの、EV販売は今後も増
加が予想され、ガソリン車からEVにシフトする流
れは変わらないと考えられます。

いまさら聞けないEVの現状と今後

販売台数は今後も増加することが予想されるEVの種類と特徴

●上記は過去のものおよび予想であり、将来を約束するものではありません。

出所：Statista

BEV：（バッテリー式電気自動車）
バッテリーを充電し、その電力のみで走
行。CO2排出量が削減され、環境に優
しいとされる。ガソリン車に比べ、航続距
離が短く、充電に時間がかかることがデ
メリットなものの、ガソリン車に比べランニ
ングコストは低い。

PHEV：（プラグインハイブリッド車）
電力とガソリンの両方を動力源とする。
電力だけ、ガソリンだけでも走行できる
が、HVよりも大きなバッテリーを搭載し、
日常使いには電力走行でまかなえる。
車両価格がBEV、HVと比べて高い傾向。

HV：（ハイブリッド車）
電力とガソリンを動力源とするが、メイン
はガソリンエンジンのため、長距離走行
が可能。ブレーキ時に生まれるエネル
ギーを電力としてチャージするため、充
電スタンドは不要なものの、気候変動問
題においては、排気ガスが問題視され
る。

（2016年～2029年予想）

上記のイラストはイメージです。
各種報道等をもとに日興アセットマネジメントが作成

【世界のEV（BEV）販売台数推移】

＊2024年以降は予想値
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2024年は1.5％の伸び率（前年比）
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＜ご留意いただきたい点＞

■この資料は具体的な商品をご説明するものではないため詳細を記載しており

ませんが、元本保証のないリスク性商品のご購入やご売却、保有にあたっては、

手数料等をご負担いただきます。■リスク性商品には、各種相場環境等の変動

により、投資した資産の価値が投資元本を割り込むなどのリスクがあります。

■リスク性商品を中途解約する場合は、ご購入時の条件が適用されず不利益と

なる場合があります。■くわしくは、三井住友銀行本支店等の各商品の説明書

等を必ずご覧ください。
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